
ファッションタウン桐生　もの・まち・くらしづくりの１０年史

２００１年（平成１３年）

　一年間の準備期間を経て、商店街一店一作家運動がこの年の春に始動しました。桐生のものづくりと商業との連携をテーマに、桐生のも
のづくり作家や工場などの作品・製品を店内や空き店舗を活用して展示・販売を行うもので、「特色ある桐生の商店街と産地の融合」によ
る新たな商業振興に向け、商店街関係者だけでなく一般市民、繊維業者、工業関係者など幅広いメンバーが"まちの顔"の復興に向けて熱心
に取り組み始めました。秋には第１回目の一店一作家特別展覧市を開催、これは桐生ファッションウィークの中核イベントとして成長して
いきます。
　また、若手デザイナーと桐生産地の交流プロジェクトが発足、桐生を訪れるデザイナーたちの窓口の役割を担い始めました。年末には
「音楽と食の夕べ」を有鄰館で開催、会員間の交流を深めるイベントも生まれてきました。

一店一作家運動が始動

商店街に桐生のものづくり作家の作品を散りばめた一店一作家運動と有鄰館での特別展覧市

産地とデザイナーとの交流プロジェクト主催の
ファッションショー

「テキスタイルin桐生」は桐生を代表するファッション
イベントとして定着

会員たちの親睦と交流を深めるために始まった「音楽と食の夕べ」

大道芸ワールドカップin静岡チーフプロデューサー
甲賀雅章氏の特別講演会
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